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第 1052 回教育委員会 会議録 

 

平成 30 年３月 14 日 

15:00～15:35 

 

  

①開   会  

＜瀬 教 育 長＞ それでは、ただいまから、第 1052 回教育委員会を開会いたします。 

  

②会議録署名委員の指名  

＜瀬 教 育 長＞ 会議録署名委員に、山川委員と森岡委員を指名いたします。 

  

③会期の決定  

＜瀬 教 育 長＞  会期は、本日一日としていかがですか。 

  

＜各 委 員＞ 異議なし。 

  

＜瀬 教 育 長＞  御異議なしと認め、会期は本日一日に決定いたします。 

  

④報   告  

＜瀬 教 育 長＞ 議事に先立ち、報告があります。 

 （１）「第73回国民体育大会冬季大会山形県選手団の結果について」は、

資料の配付をもって報告とし、事務局の説明は省略といたします。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 次に（２）「平成 30 年度山形県公立高等学校入学者選抜の概要につ

いて」、高校教育課長より報告願います。 

   

＜高校教育課長＞ 平成30年度山形県公立高等学校入学者選抜の概要について説明させ

ていただきます。報告２－１を御覧ください。 

はじめに「１ 日程」については記載のとおり進んできており、17

日の合格発表を残すのみとなっています。 

続きまして「２ 実施する学校・学科」についてです。 

はじめに推薦選抜の実施状況を御説明いたします。 

推薦選抜は普通科を除く学科で実施することができますが、全日制に

おいては、山形東高校探究科、米沢興譲館高校探究科、酒田東高校探究

科、鶴岡南高校理数科、鶴岡中央高校総合学科では実施いたしませんで

した。本年度の実施校は、昨年度から変わらず、26校66学科となってお

ります。また、定時制では、推薦選抜を実施できる高校は、工業科を置

く米沢工業と鶴岡工業の２校ですが、いずれも実施いたしませんでし

た。 

次に、一般選抜を実施した学校数と学科数は、全日制42校100学科、

定時制５校５学科、合計43校105学科で、昨年度から学校数の変更はあ

りませんが、山形東高校探究科で２学科、米沢興譲館高校探究科で１学
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科、酒田東高校探究科で２学科、計５学科増加しております。 

次に「３ 推薦志願、推薦合格内定、一般志願状況」を御覧ください。 

入学定員は全日制で前年度と比べて160名の減となっております。こ

れは、北村山高校総合学科、南陽高校普通科、鶴岡北高校普通科、酒田

西高校全日制普通科の学級減に伴うものです。 

全日制の推薦選抜の募集人員は、840名で前年度より６名減となり、

入学定員に対する募集人員の割合は11.4％で、昨年より１ポイント増加

しました。 

全日制の推薦選抜の志願者数は、1,080名で昨年度に比べて、74名の

減少となりました。推薦選抜の志願倍率は、1.29倍で0.07ポイントの減

少となりなりましたが、昨年に次いで過去２番目に高い倍率となってお

ります。 

推薦選抜の結果、内定者数は780名で、昨年度と比較いたしますと、

50名の減となっています。 

また、連携型選抜において35名の受検者の合格が内定しております。 

次に、一般選抜定員は全日制が6,545名、定時制が280名、全定合わせ

て6,825名となっています。また、一般選抜志願者数は全日制6,401名、

定時制が127名、全定合わせて6,528名で昨年度より462名の減となって

おります。 

その結果、一般選抜志願倍率は、全日制は0.98倍で、0.06ポイントの 

減、定時制は0.45倍で0.09ポイントの増となっております。 

一般選抜の今年度の傾向は、まず全定合わせた一般志願倍率は、２年

ぶりに１倍を下回り0.96倍となりました。また、新たに募集した探究科、

普通科探究コースにおいては、志願者が多く高倍率となったことがあげ

られます。 

なお、すでに教育委員の皆様にはメールにてお伝えしておりますが、

３月10日の学力検査において、３件の事故が発生しております。 

大変御心配をおかけしましたが、現在原因を調査しているところでご

ざいますので、その結果を受けまして、次年度の対応につなげてまいり

たいと思います。 

また、17日は新庄北最上校と新庄南金山校、新庄神室産業真室川校の

10時を皮切りに、16時までにすべての高校で合格発表が行われることに

なっております。 

  

＜瀬 教 育 長＞ それでは、ただいまの説明について御質問などはございますでしょう

か。 

  

＜山 川 委 員＞ 今回英語のテストで３件の事故ということですが、今現在わかってい

る範囲で、何が問題だったんでしょうか。 

  

＜高校教育課長＞ 鶴岡中央高校につきましては、CD のデッキの不調と今のところ聞い

ております。前日には何も問題がなかったということでございますが、

事故後に検査をした結果、音飛びが生じたりするということが判明した
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そうでございまして、デッキの不都合というふうに考えられるかと思い

ます。 

山形北高につきましては、原因が特定できておりませんけれども、前

日の点検のときにはちゃんと聞こえたということですけれども、音声が

不安定になっていたということでございます。 

酒田光陵高校では配付の不備ということで、リスニングの最中にわか

ったため、対応が遅れたということでございますけれども、落丁につき

ましては十分製作の段階で注意しているところでございます。ただ、本

当に落丁だったのか、それとも生徒の勘違いという可能性もないのかと

いうことで、今調査しておりますけれども、なかなか確定できるところ

まではいっていません。 

ここ３年ほど連続して、ページが無いというようなことがございまし

たので、問題の表紙にページ数を確認しなさいということを今年度から

入れたんですけれども、このようなことになってしまいましたので、さ

らに事前の点検の徹底をできるように対応してまいりたいと思ってお

ります。 

  

＜瀬 教 育 長＞ ホチキスでとじていないからばらばらになるんですよね。 

  

＜高校教育課長＞ はい、その可能性もあるかなと。 

  

＜瀬 教 育 長＞ すぐ外せてしまって、答案用紙も中に入っているんでしょう。 

  

＜高校教育課長＞ 答案用紙の方は別になっています。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 自分でやってみると非常に使いづらいなと思ったんです。まぎれやす

いなと思ったんです。何で綴じないのかなと。 

  

＜高校教育課長＞ ２枚８ページでございますので、非常に薄いため生産ライン的にもい

ろいろ課題はあるかとは思いますけれども、検討はさせていただきたい

なと思っております。 

  

＜涌 井 委 員＞ 中綴じすると、時間もかかりますし、もちろん金額にも反映すると思

います。２つ折りは全部機械でやっているはずなので、普通に考えれば

一部だけ抜けるというのはあり得ないと思います。全部抜けているなら

わかるんですけれども。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 印刷段階ではないんじゃないですか。 

  

＜高校教育課長＞ 製造ラインでは、折ったものを裁断するタイプだそうなので、落丁は

生じないということは聞いているところでございます。 

対策については今後も考えてまいります。 
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＜武 田 委 員＞ 看護学科が１倍を下回ることってこれまでなかったような気がする

んですが。 

  

＜高校教育課長＞ 看護学科は今年度大変倍率が低くて、私どもも驚いたところでござい

ます。 

  

＜武 田 委 員＞ ６年間ですか、看護学科って。 

  

＜高校教育課長＞ 看護学科は高校３年、専攻科で２年間になります。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 看護大学に行く人や保健医療大学の看護学科に行く人というのは、普

通科高校出てから入るんでしったけ。 

  

＜高校教育課長＞ そうです。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 看護師さんは大分高学歴化が進んでいて、看護の現場でも高学歴、大

学を出た看護師さんにシフトしていくという大きな方向があるので、そ

ういう方々が恐らく早く師長とかに昇任していき始めているんじゃな

いかな。今回だけの傾向なのか、それとも長期的に普通学校から上級学

校へ進むのが一般的なのか。ちょっとわからないですけれども。 

  

＜高校教育課長＞ 高校の看護科を出ると１年早く看護師になれるんですが、高校出て高

等看護学校３年で出た人よりも、若干給与の部分、採用のときの給与が

低いというようなことも聞いてはございます。 

  

＜瀬 教 育 長＞ アメリカの医療はチーム医療で、お医者さんも看護師さんも薬剤師さ

んも全部対等なんですよね。日本の医療もそういうふうにやっていこう

ということで、看護師さんも大学出る、薬剤師さんは大学院出るという

ふうに、全部学歴を上げたんですよね。そういうチーム医療の核になる

人たちを養成していって、恐らくどんどん昇任させているはずなんです

よ。それをやっぱり子どもたちや親たちが見て、高校の看護科とか普通

科高校出て高等看護学校とかじゃなくて、いきなり保健医療大学とか山

大医学部看護学科にというのが、傾向としてあるのかなと思ったんで

す。今年１年だけかどうかはわからないですけれども。 

  

＜武 田 委 員＞ 今後も数字は減っていく傾向なんでしょうかね。 

  

＜高校教育課長＞ 確かに医療関係の学校の方からはその話はよくされます、看護師も大

学の時代だと。 

  

＜瀬 教 育 長＞ あと、中学校から高校の看護科に入るには、あまりにも職業選択時期

が早過ぎて、なかなか今の子どもたちがそこまで判断できないところも

あって、他の県でも看護学科はせいぜい１校、あるいはゼロというとこ
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ろもありますよね。そこも曲がり角に来ているということですかね。需

要自体もどうやら減少傾向にあるみたいで、それを見きわめないといけ

ないなと思っているんですけれども。 

  

＜高校教育課長＞ いろいろ情報を集めまして、一過性のものなのかどうかは分析してま

いりたいと思います。 

  

＜瀬 教 育 長＞ ほかになければ、これより議事に入ります。 

  

⑤議   事  

  

＜瀬 教 育 長＞ 議第１号及び議第２号は人事に関する案件であることから、これより

秘密会としていかがですか。 

  

＜各 委 員＞ 異議なし。 

  

＜瀬 教 育 長＞ 御異議なしと認め、これより秘密会といたします。 

  

 ≪ 議第１号及び議第２号は秘密会にて審議 ≫ 

  

⑥閉   会  

＜瀬 教 育 長＞  これで、第1052回教育委員会を閉会いたします。 

 


